外来維持血液透析患者の透析間の体重増加と塩味味覚閾値との関係について by 市橋 きくみ
                      
                                   様式D-14 
学 位 論 文 の 要 旨 
 
論文題目             
    外来維持血液透析患者の透析間の体重増加と塩味味覚閾値との関係について
















































名, 女２２名）とした。対象を体重増加率の良否で 2 群（「5%未満を良群」,「5%以上を不良
群」）に分けて調査を行った。調査内容は透析間の体重増加率（診療録から値を得た）、塩味味
覚閾値（濾紙ディスク法）、１日食塩摂取量（透析前の血清 Na 値と体重から推定食塩摂取量を
求めた）1 日水分摂取量及び栄養量（3 日間自記式秤量記録法）、食習慣アンケート調査（FFQg 
Ver3.5 食習慣アンケート調査票）である。(調査期間：2013 年 3 月～6 月) 
【結果】  
 塩味味覚閾値は体重増加良群 3.3±1.2,体重増加不良群 4.1±1.3(p＜0.05)で体重増加不良群が有意
に高い値であった。体重増加不良群の 1 日水分摂取量は 1634ml/day(p＜0.05)、1 日食塩摂取量は
6.21g/1000kcal/day (p＜0.05)、1000kcal あたり食塩摂取量は 0.18g/Dwkg/day(p＜0.01)で有意に多か
った。体重増加率と食塩摂取量、水分摂取量、塩味味覚閾値との関係を重回帰分析した結果は食










































なかったが、減塩食では塩味4.1±1.3, 3.2±1.5(p＜0.01), 甘味4.0±1.5, 3.2±1.7(p＜0.05)、
酸味4.9±1.7, 4.0±1.4(p＜0.05)、苦味4.9±1.2, 4.2±1.1(p＜0.05)、ですべての味質において
有意に改善が見られた。喫食後の比較では、すべての味質は減塩食の方が低い値であ
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